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平成 24 年度防災訓練 ( 避難訓練 )

美
浜
町
地
域
防
災
計
画
を
改
定

　

8
月
29
日
に
、
美
浜
町
防
災
会
議
を
開
催
し
、

美
浜
町
地
域
防
災
計
画
を
改
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
各
種
災
害
時
に
、
町
の
地
域

並
び
に
住
民
の
生
命
、
及
び
財
産
を
災
害
か
ら

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
の
災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
き
、
国･

県
・
町
の
防
災
関

係
機
関
に
よ
る
美
浜
町
防
災
会
議
が
作
成
し
た

も
の
で
す
。

　

美
浜
町
地
域
防
災
計
画
は
、
大
き
く
次
の
3

つ
の
災
害
対
策
計
画
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
一
般
災
害
対
策
計
画

②
震
災
対
策
計
画

③
原
子
力
災
害
対
策
計
画

　

今
回
は
、
改
定
し
た
美
浜
町
地
域
防
災
計
画

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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①
防
災
知
識
の
普
及

②
情
報
伝
達
体
制
の
強
化
及
び
避
難
勧
告

　

等
の
充
実

③
避
難
所
対
策
の
強
化

④
女
性
へ
の
配
慮

▼
津
波
に
か
か
る
防
災
知
識

▼
災
害
教
訓
の
伝
承

▼
災
害
時
要
援
護
者
向
け
の
情
報
伝
達
体
制

▼
震
災
に
特
化
し
た
避
難
勧
告

　

避
難
所
の
選
定
基
準
や
運
営
方
法
に
つ

い
て
、
過
去
の
災
害
教
訓
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
具
体
的
な
内
容
を
記
載
し
ま
し
た
。

▼
男
女
の
ニ
ー
ズ
の
違
い

▼
避
難
所
に
お
け
る
女
性
へ
の
配
慮

日　　時　10月6日(日)　午前7時～11時

訓練会場　弥美小学校グラウンド･体育館

対象地区　耳地区(河原市、南市、和田、木野、佐柿、麻生、中寺、宮代、

　　　　　小三ヶ、新庄、野口、佐野、上野、興道寺、雲谷、小倉、栄)

平成２５年度美浜町防災訓練(耳地区)を実施します

※お問い合わせ先　　町総務課 防災安全室(担当・武田喜孝)　 ☎32‐6700

　町では、大地震等のいつ発生するか予測できない災害に備え、防災訓
練を実施します。
　地域での防災を軸に、災害に負けないまちづくりを推進する
ため、皆さんのご協力をお願いします。

↑平成 24 年度防災訓練 ( 消火訓練 )

↑防災会議の冒頭に挨拶する山口町長

　

一
般
災
害
対
策
計
画
及
び
震
災
対
策
計

画
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
3
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
活
か
す
べ
く
、
国
の
防
災
基
本
計
画
が

見
直
さ
れ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
平
成
24

年
9
月
に
県
が
独
自
で
調
査･
公
表
し
た

津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
踏
ま

え
、
改
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
改
正
し
た
主
な
内
容
は
、
次
の
4

点
で
す
。

一
般
災
害
対
策
計
画
及
び

震
災
対
策
計
画

　

今
回
改
定
し
た
美
浜
町
地
域
防
災
計
画

の
詳
細
は
、
美
浜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。(
9
月
末
掲
載
予
定)

　

こ
れ
ま
で
の
計
画
に
は
な
か
っ
た
津
波

か
ら
の
避
難
行
動
に
関
す
る
知
識
や
、
津

波
の
特
性
に
関
す
る
情
報
等
、
防
災
知
識

の
普
及
に
つ
い
て
の
記
載
を
追
加
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
県
が
実
施
し
た
津
波
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
浸
水
区
域
図
を
踏
ま
え
た

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ(

※
1)

の
作
成

に
つ
い
て
、
計
画
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

過
去
の
災
害
教
訓
等
の
保
存･

伝
承
を

行
う
住
民
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
支
援

す
る
こ
と
の
記
載
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
要
援
護
者(

要
介
護
者
、
視
覚

障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
、
肢
体
障
が
い
等)

に
あ
わ
せ
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
災
害
時
要
援
護
者
の
同

意
の
も
と
、
生
活
状
況
、
健
康
状
態
及
び

家
族
や
そ
の
連
絡
先
等
を
記
載
し
た
個
別

台
帳
を
作
成･

管
理
し
、
災
害
時
に
地
域

支
援
者
に
よ
り
救
助･

避
難
等
を
行
う
支

　

こ
れ
ま
で
の
震
災
対
策
計
画
に
は
、
一

般
災
害
対
策
計
画
の
避
難
勧
告
と
同
じ
内

容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
や

津
波
に
特
化
し
た
避
難
勧
告
等
の
実
施
責

任
や
基
準
の
内
容
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

被
災
時
の
男
女
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
等
、

男
女
双
方
の
視
点
に
十
分
配
慮
す
る
よ
う

努
め
る
旨
の
記
載
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
に
お
い
て
は
、
女
性
専
用
の
物

干
し
場
、
更
衣
室
、
授
乳
室
の
設
置
等
、

女
性
や
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し

た
設
備
を
整
備
す
る
等
、
女
性
へ
の
配
慮

を
強
化
し
ま
し
た
。

(

※
1)

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

津
波
災
害
時
に
予
想
さ
れ
る
浸
水
程
度
や
避

難
情
報
等
の
各
種
情
報
を
マ
ッ
プ
に
表
示
し
、

緊
急
時
の
避
難
に
役
立
て
る
も
の
。
平
成
25
年

度
中
に
作
成
予
定
。

援
体
制
を
構
築
し
、
地
域
の
中
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

「
避
難
支
援
プ
ラ
ン｣

を
整
備
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課　

防
災
安
全
室　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
０



10広報みはま

　

原
子
力
災
害
対
策
計
画
の
改
定
に
つ
い

て
は
、
東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
改
定
さ
れ

た
、
国
の
防
災
基
本
計
画
や
原
子
力
災
害

対
策
指
針
は
も
と
よ
り
、
去
る
6
月
16
日

に
美
浜
町
を
中
心
に
実
施
し
た
県
原
子
力

防
災
訓
練
の
検
証
結
果
、
更
に
は
、
7
月

18
日
に
見
直
さ
れ
た
県
の
地
域
防
災
計
画

を
踏
ま
え
改
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
改
正
し
た
主
な
内
容
は
、
次
の
6

点
で
す
。

①
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
を
設
定

　

｢

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域(

※
１)｣

と
し
て
、
対
象
と
す
る
原
子
力
発
電
所
か

ら
、
概
ね
5
㎞
を｢

予
防
的
防
護
措
置
を

準
備
す
る
区
域(

Ｐ
Ａ
Ｚ)｣

と
し
、
概

ね
30
㎞
を｢

緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す

る
区
域(

Ｕ
Ｐ
Ｚ)｣

と
設
定
し
ま
し
た
。

(

※
１)

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域

　

原
子
力
防
災
資
機
材
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

設
備
、
通
信
連
絡
設
備
の
整
備
、
避
難
対
策
の

確
立
等
の
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施

す
べ
き
地
域

②
緊
急
事
態
の
区
分

　

原
子
力
発
電
所
の
状
況(

事
象
の
程

度)

に
応
じ
て
、
緊
急
事
態
を｢

警
戒
事

態｣･｢

施
設
敷
地
緊
急
事
態｣･｢

全
面
緊

急
事
態｣

の
3
段
階
に
区
分
し
ま
し
た
。

発　電　所　名 PAZ(概ね5ｋｍ圏内) UPZ(概ね30ｋｍ圏内)

　関西電力㈱美浜発電所 丹生･竹波･菅浜 3地区を除く町内全域

　(独)日本原子力研究開発機構
　高速増殖原型炉もんじゅ 丹生･竹波 2地区を除く町内全域

　日本原子力発電㈱敦賀発電所、
　(独)日本原子力研究開発機構
　原子炉廃止措置研究センター(ふげん)

― 町内全域

　関西電力㈱大飯発電所 ― 町内全域

■対象発電所からの ｢ 原子力災害対策重点区域 ｣

( 注 ) 関西電力㈱高浜発電所は、30 ㎞以遠であるため対象となりません。

緊急事態区分 主　な　事　象

警戒事態

(第1段階)

・福井県において、震度6弱以上の地震が発生した場合

・福井県において、大津波警報が発令された場合

・国が警戒を必要と認める原子炉施設の重要な故障等が発生した場合 等

施設敷地

緊急事態

(第2段階)

・原子炉冷却材の漏えい

・蒸気発生器へのすべての給水機能の喪失

・全交流電源喪失(5分以上継続)

・原子炉停止中に原子炉容器内の水位が非常用炉心冷却装置が作動する

　水位まで低下

・原子炉停止中に原子炉を冷却するすべての機能が喪失

・原子炉制御室の使用不能 等

全面

緊急事態

(第3段階)

・原子炉格納容器内圧力が設計上の最高使用圧力に到達

・原子炉を冷却する全ての機能が喪失

・全ての非常用直流電源喪失が5分以上継続

・原子炉制御室等の使用不能

・敷地境界の空間放射線量率5μＳｖ／ｈが10分以上継続 等

■緊急事態区分

( 注 ) 原子力発電所では、福島事故以降、空冷式非常用発電装置や予備電源車等を配備し、
　　 重大な事故に至らないように、安全防護のための設備の多重化が図られています。

原
子
力
災
害
対
策
計
画

↑ 6 月 16 日に実施した県原子力防災訓練
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③
避
難
等
の
防
護
措
置

　

緊
急
事
態
区
分
に
応
じ
て
段
階
的
に
避

難
や
屋
内
退
避
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
3
段
階
の
全
面
緊
急
事
態
で
は
、
Ｐ

Ａ
Ｚ(

概
ね
5
㎞
圏
内)

の
住
民
は
全
員

避
難
し
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ(
概
ね
30
㎞
圏
内)

の

住
民
に
つ
い
て
は
全
員
自
宅
等
で
の
屋
内

退
避
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ(

概
ね
30
㎞
圏
内)

で

は
、
大
気
中
の
放
射
線
量
の
実
測
値
に
基

づ
い
て
、
国
が
範
囲
を
定
め
て
、
避
難
等

を
実
施
し
ま
す
。(

図
1
参
照)

　

な
お
、
避
難
や
屋
内
退
避
等
の
指
示
に

あ
た
っ
て
は
、
町
役
場
か
ら
、
防
災
行
政

無
線
や
音
声
告
知
放
送
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
、
携
帯
端
末
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(

※
2)

災
害
時
要
援
護
者

　

傷
病
者
や
身
体
障
が
い
者
、
ま
た
、
災
害
時

に
自
己
判
断
が
難
し
い
乳
幼
児
、
児
童
等

　

広
域
避
難
先
は
、県
が
関
係
市
町
と
調

整
し
策
定
し
た｢

福
井
県
広
域
避
難
要

綱｣

よ
り｢

大
野
市｣

が
新
た
に
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
集
落
単
位
の
避
難
場
所
は
、今

後
、県
や
大
野
市
と
調
整
し
、決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
、
万
が
一
、
敦
賀

半
島
の
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、｢

お
お
い
町｣

を
避
難

先
と
し
、
集
落
単
位
で
避
難
場
所
を
指
定

し
て
い
ま
す
。(

広
報
み
は
ま
１
月
号[

№

５
０
４]

参
照)

④
広
域
避
難
先
の
確
保

⑤
避
難
手
段
の
確
保

　

原
則
、
自
家
用
車
避
難
と
し
ま
す
。

　

自
家
用
車
避
難
が
難
し
い
方
に
つ
い
て

は
、
早
い
段
階
で
の
避
難
が
で
き
る
よ
う

に
、
警
戒
事
態
の
段
階
で
、
町
が
関
係
機

関(

県･

バ
ス
協
会
等)

へ
要
請
し
、
輸

送
手
段(

バ
ス
や
自
衛
隊
等
の
車
両･

船

舶･

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等)

を
確
保
し
ま
す
。

⑥
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防
服
用
体
制

　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、
美
浜
発
電
所
か
ら

5
㎞
圏
内
の
丹
生･

竹
波･

菅
浜
の
3
歳

以
上
の
住
民
に
予
め
配
布
し
ま
す
。今
後
、

準
備
が
整
い
次
第
、
対
象
3
地
区
の
皆
さ

ん
に
医
師
が
効
能･

副
作
用
等
を
説
明･

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
等
を
問
診
す
る
説
明

会
を
開
催
し
、
そ
の
場
で
配
布
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

万
が
一
、｢

全
面
緊
急
事
態｣

に
至
っ

た
場
合
は
、
国
が
服
用
を
指
示
し
ま
す
。

　

な
お
、
5
㎞
圏
外
の
地
域
は
、
町
が
十

分
な
量
を
備
蓄
し
ま
す
が
、
原
子
力
災
害

時
に
、
国
が
配
布･

服
用
の
必
要
性
を
判

断
し
、
指
示
を
し
ま
す
。
そ
の
際
の
配
布

場
所
は
、
学
校
や
公
民
館
等
を
想
定
し
て

お
り
、
原
則
と
し
て
医
師
の
関
与
に
よ
り

配
布
・
服
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
配

布
場
所
等
の
詳
細
は
、
今
後
、
県
等
の
関

係
機
関
と
協
議
し
決
定
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課　

原
子
力
対
策
室　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
１

( 図 1) 避難等の防護装置
PAZ( ～概ね 5 ㎞ ) UPZ( 概ね 5 ㎞～概ね 30 ㎞ )

・災害時要援護者 ( ※ 2) 避難準備

・災害時要援護者 避難
・一般住民 避難準備

・災害時要援護者、一般住民
  屋内退避準備

・一般住民 避難 ・災害時要援護者、一般住民
  屋内退避

事
故
等
が
進
行

警戒事態 ( 第 1 段階 )

施設敷地緊急事態 ( 第 2 段階 )

全面緊急事態 ( 第 3 段階 )

※空間放射線量が、1 時間あたり、　
20 μ Sv 以上で ｢ 一時移転 ( 避難 )｣

※空間放射線量が、1 時間あたり、
　500 μ Sv 以上で ｢ 避難 ｣

( 防護措置の範囲イメージ ) 30 ㎞

5km

PAZ

1 時間あたり
500 μＳ v 以上 避難

全面緊急事態 ( 第 3 段階 ) で全員避難

1 時間あたり
20 μＳv以上 500 μＳv未満 一時移転 ( 避難 )

1 時間あたり
20 μＳ v 未満 屋内退避

UPZ

事故等
発生

原
子
力
発
電
所

施設外への
放射性物質放出

■広域避難先

福井市

越前町 鯖江市

越前市 池田町

南越前町

敦賀市
美浜町

若狭町
小浜市

おおい町

高浜町

大野市
大飯発電所

美浜発電所

敦賀発電所 ･ ふげん

※黒円は発電所から 5km、青円は
　発電所から 30km を示す

あわら市

坂井市

永平寺町 勝山市

(3 地区以外の集落 )( 丹生 ･ 竹波 ･ 菅浜 )

小浜市

おおい町

高浜町高浜町 若狭町若狭町若狭町

鯖江市

池田町

越前町 鯖江市

越前市

南越前町

越前町

越前市

南越前町

敦賀市
美浜町美浜町美浜町美浜町美浜町美浜町美浜町美浜町美浜町美浜町美浜町美浜町

若狭町若狭町

もんじゅ
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保育園 保護者合同研修会を開催
■ お問い合わせ先
　町福祉課 ( 担当 ･ 武田 )
　 ☎ 32‐6704

　
　
　

月
7
日
に
、な
び
あ
す
で
、

　
　
　

町
内
保
育
園
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
保
護
者
合
同
研
修
会

を
開
催
し
、
親
子
約
30
組
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
津
田
さ
と
み
さ
ん

(

お
ば
ま
児
童
文
学
会｢

風ふ
う

夢む｣

代
表)

が｢

絵
本
が
こ
こ
ろ
を
つ

な
ぐ｣

と
題
し
て
、
絵
本
で
楽
し

い
子
育
て
の
方
法
を
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

　

津
田
さ
ん
は
、｢

絵
本
は
、
家

9

事
の
手
を
休
め
、
テ
レ
ビ
を
消
し

て
、
子
ど
も
の
そ
ば
で
読
ん
で
あ

げ
て
く
だ
さ
い｣

等
と
話
さ
れ
た

後
、
絵
本
の
選
び
方
と
し
て
10
の

ポ
イ
ン
ト
と
、
関
連
す
る
絵
本
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
親
子
で
町
立
図

書
館
に
向
か
い
、
津
田
さ
ん
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
絵
本
を

手
に
取
り
、
そ
の
場
で
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
す
る
光
景
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

↑絵本の選び方を紹介する津田さとみさん

　
　
　

月
8
日
に
、
長
年
に
わ
た

　
　
　

る
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
を
称
え
、
大

村
茂
さ
ん(

宮
代)

に
旭
日
単
光

章
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
村
さ
ん
は
、平
成
2
年
3
月

か
ら
3
期
12
年
間
に
わ
た
り
美
浜

町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
し
、こ

の
間
、議
会
議
長
、厚
生
常
任
委
員

長
、総
務
常
任
委
員
長
、産
業
建
設

常
任
委
員
長
、原
子
力
発
電
所
特

別
委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

8

　

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、
景
気

が
低
迷
す
る
中
、
大
村
さ
ん
は
、

常
に
高
い
識
見
と
確
固
た
る
政
治

信
念
の
も
と
、
老
朽
化
し
た
西･

菅
浜･
丹
生･

新
庄
保
育
所
や
東

部
診
療
所
の
整
備
、
ま
た
道
路
網

の
整
備
促
進
や
原
子
力
発
電
所
の

運
転
延
長
問
題
等
、
当
時
町
が
抱

え
て
い
た
重
要
課
題
の
す
べ
て
に

関
わ
り
、
住
民
の
代
表
と
し
て
、

町
の
諸
施
策
の
実
現
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
受
章
を
受
け
、
大
村
さ
ん

は｢

受
章
は
私
1
人
の
力
で
は
な

く
、
周
り
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん

で
き
た
成
果
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
今
日
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

大村　茂 氏 ( 宮代 )

大
村　

茂 

氏　
           

旭
き
ょ
く

日じ

つ

単た

ん

光こ

う

章
し
ょ
う

を
受
章

①読み手が、いいなと思う絵本　
②子どもが理解 ･ 感動できる絵本　｢ おとうさんもういっかい ｣ 等
③あたたかみ、安心感がある絵本　｢ ちびゴリラのちびちび ｣ 等
④季節感がある絵本　｢ だんまりこおろぎ ｣ 等
⑤リズム感がある絵本　｢ きょだいなきょだいな ｣ 等
⑥成長がある絵本　｢ パンツのはきかた ｣ 等
⑦ユーモアがある絵本　｢11 ぴきのねこどろんこ ｣ 等
⑧ 30 年以上読み継がれている絵本　｢ せんたくかあちゃん ｣ 等
⑨色の美しい絵本　｢ もこもこもこ ｣ 等
⑩実物そっくりの絵本　｢ おかあさんといっしょ ｣ 等

津田さとみさんがおすすめする絵本の選び方と絵本

高

齢

者

叙

勲


